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渡
辺
議
員
　
　
歳
以
上
を
対
象

６０

と
し
た
「
八
幡
平
市
シ
ニ
ア
大

学
」
を
開
設
し
、
仲
間
づ
く
り

や
リ
ー
ダ
ー
養
成
な
ど
の
学
習

活
動
で
一
体
感
醸
成
を
進
め
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
仲
間
づ
く
り
の
機
会
を

設
け
、
一
体
感
を
醸
成
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
認
識
し
、

具
体
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
検

討
項
目
と
し
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
入
所
者
に
は
、
年
間
１

人
当
た
り
約
４
０
0
万
円
の
経

費
が
掛
か
り
ま
す
。
こ
の
経
費

を
予
防
や
健
康
、
教
育
事
業
に

充
て
る
な
ど
「
 川
上
行
政
 」
の

※

推
進
を
提
言
し
ま
す
。

健
康
福
祉
課
長
　
介
護
予
防
な

ど
、
介
護
が
必
要
に
な
ら
な
い

た
め
の
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

が
大
事
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
平
舘
地
域
は
石
川

啄
木
の
父
・
一
禎
の
生
誕
の
地

で
す
。
学
習
活
動
や
歌
碑
、
標

柱
建
立
な
ど
を
進
め
、
郷
土
の

偉
人
と
し
て
顕
彰
し
、
先
生
た

ち
も
学
び
、
子
ど
も
た
ち
に
も

教
え
て
ほ
し
い
で
す
。

教
育
長
　
設
置
場
所
の
確
保
が

課
題
で
あ
り
、
ハ
ー
ド
面
の
整

備
は
、
地
域
や
志
を
も
つ
皆
さ

ん
の
機
運
の
盛
り
上
が
り
に
期

待
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
辺
議
員
　
市
管
理
の
公
道
や

公
園
な
ど
の
境
界
 杭
 倒
壊
や
視

く
い

線
誘
導
標
の
破
損
が
各
所
に
見

ら
れ
ま
す
。
市
民
か
ら
携
帯
電

話
な
ど
の
メ
ー
ル
で
破
損
状
況

を
画
像
提
供
で
き
る
シ
ス
テ
ム

を
作
っ
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
ご
提
言
の
と
お
り
、
市

民
の
映
像
を
含
め
た
情
報
提
供

が
あ
っ
た
場
合
は
、
大
切
に
扱

い
、
協
力
を
い
た
だ
き
、
道
路

維
持
、
補
修
に
努
め
ま
す
。
　

 渡  辺  義  光 　議員
わた なべ よし みつ

渡
辺
議
員
　
市
の
高
齢
者
人
口

は
増
加
し
て
い
ま
す
が
、
老
人

ク
ラ
ブ
数
や
会
員
数
は
、
減
少

を
続
け
て
い
ま
す
。
行
政
の
育

成
と
支
援
の
必
要
性
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

市
長
　
老
人
ク
ラ
ブ
数
や
会
員

数
の
減
少
は
、
若
い
人
た
ち
の

加
入
が
少
な
い
こ
と
が
課
題
で

す
。
老
人
ク
ラ
ブ
や
そ
の
年
代

の
皆
さ
ん
は
、
地
域
に
よ
る
見

守
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
な
ど
、

地
域
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
包

括
的
に
捉
え
た
育
成
支
援
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

※
渡
辺
義
光
議
員
が
考
え
る
川
上
行
政
＝
介
護
や
病
気
に
な
っ

　
て
か
ら
の
対
策
や
対
応
を
川
の
流
れ
に
例
え
る
と
「
川
下
・

　
川
中
行
政
」
と
捉
え
、
こ
の
よ
う
に
な
ら
な
い
た
め
に
教
育

　
や
人
づ
く
り
、
心
お
こ
し
な
ど
、
川
の
上
流
や
源
流
の
視
点

　
に
立
っ
た
行
政
施
策

八
幡
平
市
シ
ニ
ア
大
学
開
設
支
援

一
体
感
醸
成
の
た
め
具
体
的
検
討

質問した事項
■老人クラブの活性化と育
成支援について

■石川 一禎 ・啄木親子の顕
いってい

彰事業について
■道路施設などの破損状況
情報について

■［八幡平ふるさと会との
連携と支援について］

高齢者の学ぶ意欲や活動への行政支援が必要です
（田頭公民館「曙大学」）

石
川
一
禎
、
啄
木
親
子

顕
彰
と
学
習
活
動
を

境
界
杭
や
視
線
誘
導
標

損
壊
の
早
期
修
繕
を
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髙
橋
議
員
　
少
子
化
が
進
む
反

面
、
全
国
的
に
保
育
所
入
所
待

機
児
童
が
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

市
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
か
。
ま
た
、
０
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
子
ど
も
を
指
導

す
る
保
育
士
の
状
況
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
５
月
１
日
現
在
、
入
所

希
望
に
対
し
て
入
所
で
き
な
い

児
童
数
は
、
０
歳
児
　
人
、
１

１１

歳
児
５
人
、
２
歳
児
２
人
で
、

低
年
齢
児
の
入
所
希
望
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
市
の
全
て

の
保
育
所
は
、
国
が
定
め
た
保

育
士
の
人
数
の
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
ま
す
が
、
保
育
士
の
確

保
が
難
し
い
状
況
だ
っ
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
国
で
は
、
本
年

度
か
ら
保
育
士
の
給
与
待
遇
改

善
を
図
る
臨
時
特
例
事
業
を
実

施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
で

も
同
事
業
を
活
用
し
、
保
育
士

の
円
滑
な
確
保
に
努
め
ま
す
。

■地方交付税、合併特例債
について
■放射能汚染について
■保育サービスについて

 髙  橋  喜  代  春 　議員
たか はし き よ はる

厳しい財政を認識し市政運営

普通地方税一本算定に向けて

質問した事項

牧
草
地
の
放
射
能
対
策

髙
橋
議
員
　
　
年
度
か
ら
の
一

３３

本
算
定
に
向
け
、
　
年
度
か
ら

２８

普
通
交
付
税
が
段
階
的
に
削
減

さ
れ
る
こ
と
を
市
は
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
八
幡
平
市
は
、
地
方
交

付
税
を
は
じ
め
と
す
る
依
存
財

源
が
歳
入
全
体
の
８
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
合
併
　
年
目
で
本

１６

来
の
普
通
交
付
税
額
と
な
る
一

本
算
定
を
迎
え
ま
す
が
、
　
年
２８

度
か
ら
　
年
度
ま
で
の
間
に
、

３２

最
終
的
に
は
　
億
円
減
る
想
定

１５

を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
厳
し

い
財
政
運
営
に
な
る
も
の
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
現
在
、
国
は
東
日

本
大
震
災
か
ら
の
復
興
や
福
島

原
発
事
故
か
ら
の
復
旧
事
業
な

ど
、
痛
手
を
被
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
地
方
交
付
税
の
削
減
も

あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

介
護
保
険
制
度
で
要
支
援
者
の

サ
ー
ビ
ス
を
見
直
し
、
各
市
町

村
に
任
せ
る
よ
う
な
流
れ
も
出

て
き
て
い
ま
す
。

原子力発電所事故による風評被害を払拭し、安全な
牛乳、肉牛の生産につなげるため、牧草地の再生事
業を実施していきます

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
状
況

の
結
果
、
生
草
換
算
で
１
㌔
㌘

当
た
り
　
ベ
ク
レ
ル
を
超
え
た

２２

場
合
、
再
度
牧
草
地
の
除
染
作

業
を
す
る
の
で
す
か
。

農
政
課
長
　
県
農
業
公
社
実
施

事
業
で
、
次
年
度
に
基
準
値
を

超
え
た
場
合
、
再
度
公
社
事
業

で
実
施
で
き
ま
す
。

産
業
部
長
　
国
や
県
の
対
応
を

見
極
め
な
が
ら
対
応
し
ま
す
。

市
長
　
地
方
交
付
税
は
、
地
方

自
治
の
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ

り
、
国
で
も
交
付
税
措
置
を
堅

持
し
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。

髙
橋
議
員
　
昨
年
度
か
ら
畜
産

農
家
で
は
牧
草
地
の
再
生
対
策

を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
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小
野
寺
議
員
　
近
年
、
市
内
で

も
管
理
不
十
分
な
空
き
家
が
増

加
し
て
お
り
、
防
災
や
防
火
、

衛
生
上
、
生
活
環
境
に
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

八
幡
平
市
で
も
「
空
き
家
等
の

適
正
な
管
理
に
関
す
る
条
例
」

の
制
定
を
早
期
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
　
年
度
の
住
宅
土
地
統

２０

計
調
査
に
よ
る
と
、
１
８
６
０

戸
の
空
き
家
が
市
内
に
あ
る
も

の
と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
市

で
は
市
内
全
域
を
対
象
と
し
た

独
自
の
調
査
は
実
施
し
て
い
ま

せ
ん
。
本
年
度
、
空
き
家
対
策

庁
内
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

具
体
的
な
調
査
や
対
策
を
行
い

ま
す
。
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

も
、
同
検
討
委
員
会
で
検
討
し
、

年
度
内
に
は
一
定
の
方
向
性
を

出
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

小
野
寺
議
員
　
平
成
　
年
に
開

２８

催
さ
れ
る
「
希
望
郷
い
わ
て
国

体
」
に
つ
い
て
、
八
幡
平
市
で

は
、
テ
ニ
ス
（
少
年
男
女
）、

相
撲
、
ラ
イ
フ
ル
射
撃
、
ラ
グ

ビ
ー
（
少
年
男
子
）、
ゴ
ル
フ

（
女
子
、
少
年
男
子
）
の
５
競

技
を
実
施
し
ま
す
が
、
現
在
の

取
り
組
み
状
況
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
か
。  小  野  寺  昭一 　議員

お の でら しょういち

■空き家対策について
■岩手国体の取り組みにつ
いて

質問した事項

ラ
ブ
、
少
年
男
子
は
南
部
富
士

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
開
催

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
競
技
役
員
に
つ
い
て
は
、
競

技
運
営
に
支
障
が
な
い
よ
う
編

成
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集

な
ど
、
多
く
の
市
民
に
参
加
し

て
い
た
だ
く
よ
う
努
め
ま
す
。

ア
ラ
イ
フ
ル
が
田
山
射
撃
場
、

エ
ア
ラ
イ
フ
ル
と
エ
ア
ピ
ス
ト

ル
は
旧
田
山
中
学
校
（
特
設
射

場
を
設
置
）、
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ

ル
と
ビ
ー
ム
ピ
ス
ト
ル
は
田
山

小
学
校
体
育
館
、
ラ
グ
ビ
ー
は

上
寄
木
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ゴ
ル
フ

は
女
子
が
安
比
高
原
ゴ
ル
フ
ク

教
育
長
　
八
幡
平
市
で
は
、
昨

年
９
月
に
教
育
委
員
会
に
国
体

推
進
室
を
設
置
し
、
　
月
に
は

１１

市
準
備
委
員
会
を
設
立
し
て
い

ま
す
。
７
月
に
日
本
体
育
協
会

か
ら
岩
手
県
開
催
が
正
式
決
定

さ
れ
、
県
が
準
備
委
員
会
か
ら

実
行
委
員
会
へ
改
組
す
る
こ
と

か
ら
、
市
で
も
同
様
に
実
行
委

員
会
へ
組
織
を
改
め
、
準
備
段

階
か
ら
実
施
段
階
へ
向
け
、
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
競
技
会
場
に
つ
い
て
は
、
テ

ニ
ス
は
安
比
高
原
テ
ニ
ス
ク
ラ

ブ
、
相
撲
は
市
総
合
運
動
公
園

体
育
館
（
特
設
土
俵
を
設
置
）、

ラ
イ
フ
ル
射
撃
は
ス
モ
ー
ル
ボ

空
き
家
適
正
管
理
条
例
の
制
定

年
度
内
に
一
定
の
方
向
性
出
す

希望郷いわて国体は、東日本大震災からの復興のシンボルで
あるともに、八幡平市を全国にアピールする大会です（昨年
１１月１４日に開催された市準備委員会設立総会・第１回総会）

岩
手
国
体
の
取
り
組
み
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■「大更駅周辺まちづくり
計画」について

 米  田  定  男 　議員
まい た さだ お

質問した事項

指摘された点は変えなければ

｢駅周辺まちづくり計画｣問う

の
記
述
が
全
く
な
い
こ
と
で
す
。

こ
れ
で
は
現
況
に
つ
い
て
の
共

通
認
識
は
得
ら
れ
な
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長
　
実
施
計
画
の
よ
う
な

個
別
の
具
体
的
な
計
画
を
つ
く

る
上
で
、
検
証
し
な
が
ら
精
査

し
て
い
き
ま
す
。

米
田
議
員
　
駅
東
地
区
に
住
宅

団
地
整
備
の
計
画
が
あ
り
ま
す

が
、
根
拠
の
一
つ
に
「
松
尾
、

安
代
地
区
に
は
大
更
に
住
み
た

い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
る
」

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
住
民

一
人
一
人
が
ど
こ
に
住
む
か
は

個
人
の
自
由
で
す
が
、
市
が
住

宅
団
地
を
作
り
、
そ
こ
へ
誘
導

す
る
よ
う
な
こ
と
を
市
の
政
策

と
し
て
実
行
す
る
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。

市
長
　
中
身
を
精
査
し
な
い
ま

ま
計
画
を
策
定
し
た
こ
と
は
、

申
し
訳
な
く
思
っ
て
い
ま
す
。

指
摘
さ
れ
た
表
現
に
つ
い
て
は
、

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
ま
す
。

画
書
に
沿
っ
て
質
問
し
ま
す
。

　
こ
の
計
画
書
の
約
３
分
の
１

は
、
「
対
象
地
域
の
現
況
と
特

性
｣
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
は

極
め
て
不
十
分
だ
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
人
口

や
産
業
、
観
光
な
ど
に
関
わ
る

数
値
が
並
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

れ
ら
は
全
て
西
根
地
区
に
限
定

さ
れ
て
い
る
点
が
納
得
い
き
ま

せ
ん
。

　
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
数
値
に

つ
い
て
は
、
合
併
以
後
の
数
値

は
把
握
で
き
な
い
と
の
注
釈
が

付
い
て
い
ま
す
。
合
併
後
、
７
、

８
年
経
過
し
て
い
る
の
に
、
そ

の
間
の
数
値
が
な
く
て
も
い
い

よ
う
な
現
況
把
握
の
デ
ー
タ
な

ど
は
、
そ
も
そ
も
必
要
の
無
い

数
値
を
並
べ
た
だ
け
に
過
ぎ
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
最
大
の
問
題
は
、
そ
の
よ
う

な
数
値
を
並
べ
て
い
る
の
に
、

そ
れ
ら
を
総
合
的
に
判
断
し
た

結
果
と
し
て
の
現
況
に
つ
い
て

昨年３月に策定された大更駅周辺及び隣接地域の
まちづくり環境整備基本計画書

と
し
て
選
定
さ
れ
た
業
者
が
最

も
ふ
さ
わ
し
い
業
者
で
あ
る
か

ど
う
か
だ
と
思
い
ま
す
。

「
大
更
駅
周
辺
及
び
隣
接
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
環
境
整
備
基
本

計
画
」
そ
の
も
の
の
内
容
を
検

証
す
れ
ば
、
こ
の
業
者
の
能
力

が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
判
断

で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
計

米
田
議
員
　
都
市
計
画
道
路
大

更
駅
前
線
調
査
設
計
検
討
業
務

委
託
事
業
は
、
予
算
で
は
約
８

７
０
０
万
円
の
巨
額
事
業
で
す

が
、
委
託
業
者
の
決
定
は
随
意

契
約
に
よ
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

極
め
て
異
例
で
す
が
、
本
質
的

な
問
題
は
随
意
契
約
で
あ
れ
、

一
般
競
争
入
札
で
あ
れ
、
結
果

Title:4C_322_307_325_2013.08.08.ec9 Page:6  Date: 2013/08/06 Tue 11:45:24 



一 般 質 問

08№３２平成２５年８月議会だより

対
応
、
砂
防
ダ
ム
の
役
割
な
ど

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
体
験
的

な
活
動
を
通
し
て
探
究
的
に
学

習
を
進
め
て
い
ま
す
。
防
災
教

育
を
自
校
の
教
育
課
程
に
明
確

に
位
置
付
け
、
計
画
的
、
系
統

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
か
。

教
育
長
　
市
内
全
て
の
小
中
学

校
で
、
地
震
と
火
災
を
想
定
し

た
避
難
訓
練
を
年
に
最
低
１
回

ず
つ
行
っ
て
い
る
ほ
か
、
総
合

的
な
学
習
の
時
間
な
ど
で
岩
手

山
噴
火
の
仕
組
み
や
発
生
時
の

 松  浦  博  幸 　議員
まつ うら ひろ ゆき

■農業振興発展を目指して
■学校での災害時の対応な
どについて

■［地域行政課題につい
て］

質問した事項

松
浦
議
員
　
国
で
は
、
６
次
産

業
の
市
場
規
模
を
拡
大
し
、
所

得
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
が

八
幡
平
市
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
現
実
に
市
内
で
６
次
産

業
で
頑
張
っ
て
い
る
人
も
い
ま

す
が
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
る

農
家
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
状
況

で
す
。
農
協
を
主
体
と
し
た
取

り
組
み
に
、
行
政
が
支
援
し
て

い
く
考
え
で
す
。

松
浦
議
員
　
市
内
小
中
学
校
で

の
防
災
教
育
の
指
導
と
防
災
訓

練
の
実
施
状
況
は
ど
の
よ
う
に

農
業
・
農
村
所
得
倍
増
目
指
し
て

農
地
集
積
で
規
模
拡
大
し
向
上

防
災
教
育
の
指
導
と

訓
練
内
容

松
浦
議
員
　
先
頃
、
国
で
は
成

長
戦
略
の
農
業
強
化
策
と
し
て

「
農
業
・
農
村
所
得
倍
増
目
標

　
カ
年
戦
略
」
を
示
し
ま
し
た
。

10ど
の
よ
う
な
未
来
図
で
農
業
経

営
に
望
め
ば
良
い
か
伺
い
ま
す
。

市
長
　
昨
年
度
か
ら
５
年
先
、

　
年
先
の
地
域
の
農
業
の
未
来

１０を
地
域
で
計
画
す
る
地
域
農
業

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
人
・
農
地

プ
ラ
ン
）
の
作
成
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
プ
ラ
ン
に
位
置
付

け
ら
れ
た
経
営
体
に
は
、
規
模

拡
大
加
算
や
青
年
就
業
給
付
金
、

農
地
集
積
協
力
金
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
地
域
農
業
の
将
来
に
つ

い
て
座
談
会
で
の
話
し
合
い
を

積
み
重
ね
、
農
地
集
積
に
よ
る

規
模
拡
大
で
所
得
向
上
に
つ
な

が
る
よ
う
推
進
し
ま
す
。

松
浦
議
員
　
川
原
目
堤
の
し
ゅ

ん
せ
つ（
泥
上
げ
）工
事
に
つ
い

て
、
調
査
の
上
、
事
業
を
実
施

で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
。

市
長
　
川
原
目
堤
は
、
土
砂
混

流
な
ど
で
、
底
面
に
堆
積
し
て

い
る
土
砂
と
推
測
さ
れ
、
貯
水

量
は
減
少
し
て
い
る
と
想
定
さ

れ
ま
す
。
　
年
度
に
県
に
し
ゅ

２３

ん
せ
つ
事
業
の
相
談
を
し
ま
し

た
が
、
補
助
対
象
外
と
い
う
回

答
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今

後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
、
県
へ

事
業
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

防災への取り組みは学校で取り組むだけでなく、地域と
学校が一体になって取り組むことも重要です（昨年１１月
１１日に柏台小学校周辺で実施された火災防御訓練）
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検
討
を
重
ね
、
　
世
紀
の
八
幡

２１

平
市
を
担
う
人
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

古
川
議
員
　
文
化
財
の
活
用
が

充
実
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
が
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
ま
す
か
。

■教育委員会のありように
ついて
■事務管理の点検評価の報
告書について
■体罰について

 古  川  津  好 　議員
ふる かわ つ よし

古
川
議
員
　
毎
年
３
月
定
例
会

で
行
う
教
育
委
員
会
の
「
教
育

行
政
運
営
基
本
方
針
と
重
点
演

述
」
を
八
幡
平
市
で
は
教
育
長

が
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

他
で
は
、
教
育
委
員
会
の
責
任

者
で
あ
る
教
育
委
員
長
自
ら
が

行
っ
て
い
る
市
町
村
も
あ
り
ま

す
。
八
幡
平
市
で
も
教
育
委
員

長
自
ら
、
議
会
や
市
民
の
皆
さ

ん
に
新
年
度
の
方
針
を
述
べ
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

教
育
委
員
長
　
本
来
で
あ
れ
ば
、

教
育
委
員
長
で
あ
る
私
が
述
べ

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

八
幡
平
市
で
は
今
ま
で
教
育
長

が
行
っ
て
き
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
も
教
育
長
が
行
う
方
針
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た

だ
し
、
今
後
考
え
て
い
く
余
地

が
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

古
川
議
員
　
い
じ
め
や
体
罰
の

問
題
が
発
生
す
る
た
び
、
教
育質問した事項

教
育
委
員
長
　
本
年
度
か
ら
博

物
館
に
専
任
の
学
芸
員
２
人
を

配
置
し
ま
し
た
。
資
料
の
展
示
、

収
集
や
全
市
域
で
の
教
養
講
座

の
実
施
、
各
種
催
し
物
な
ど
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
。

古
川
議
員
　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
広
く
市
民
へ
指
導
す
る

た
め
に
は
、
ど
れ
か
に
特
化
し

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

教
育
次
長
　
来
年
度
か
ら
市
長

部
局
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
に

移
り
ま
す
の
で
、
地
域
と
一
体

に
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

古
川
議
員
　
昨
年
度
実
施
し
た

体
罰
の
実
態
調
査
の
結
果
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
。

教
育
委
員
長
　
　
年
度
に
八
幡

２４

平
市
で
は
、
児
童
生
徒
や
保
護

者
、
教
員
か
ら
体
罰
と
認
め
ら

れ
る
事
案
の
回
答
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

今後考える余地はあります

教育行政演述は委員長自ら

教
委
の
あ
り
よ
う

文
化
財
の
活
用

ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

体
罰
の
調
査
結
果

委
員
会
の
対
応
の
ま
ず
さ
か
ら
、

教
育
委
員
会
再
生
へ
の
提
言
や

意
見
が
出
さ
れ
ま
す
。
教
育
委

員
会
の
あ
り
よ
う
を
ど
の
よ
う

に
考
え
ま
す
か
。

教
育
委
員
長
　
国
の
教
育
委
員

会
改
革
の
動
向
を
見
守
り
な
が

ら
、
当
教
育
委
員
会
で
も
議
論

教育行政を一体的に推進していく上で、教育委員会制度は重
要な役割を担っています（毎月開かれる定例教育委員会議）
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 髙  橋  光  幸 　議員
たか はし みつ ゆき

■県道雫石東八幡平線（通
称奥産道）について

■小水力など発電導入につ
いて

質問した事項

髙
橋
議
員
　
小
水
力
発
電
設
備

の
新
規
建
設
な
ど
、
導
入
推
進

に
つ
い
て
思
案
し
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
八
幡
平
市
が
地
熱
発
電

や
水
力
発
電
な
ど
「
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
町
」
と
し
て
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
で
、

教
育
旅
行
な
ど
に
対
応
で
き
、

観
光
振
興
に
も
つ
な
が
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
昨
年
７
月
か
ら

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定

価
格
買
い
取
り
制
度
が
始
ま
っ

た
こ
と
で
、
有
利
な
補
助
が
な

く
な
っ
た
た
め
、
市
と
し
て
の

新
規
建
設
は
見
合
わ
せ
て
い
ま

す
が
、
民
間
が
実
施
す
る
も
の

に
は
で
き
る
限
り
支
援
し
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
市
内
に
は
小
水
力

発
電
設
備
の
建
設
候
補
地
が
あ

り
ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
電
力
会
社
の
受
電
能
力

の
問
題
が
あ
り
、
関
係
機
関
と

協
議
中
で
す
。
解
決
で
き
れ
ば

事
業
に
は
全
面
協
力
し
ま
す
。

電
気
自
動
車
の
運
行
の
可
能
性

な
ど
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
検
討
を
含
め
て
、
自
然

環
境
の
保
全
と
同
時
に
、
観
光

振
興
も
図
ら
れ
る
よ
う
、
整
備

済
み
区
間
の
有
効
活
用
に
つ
い

て
県
に
働
き
掛
け
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
滞
在
型
観
光
を
進

め
る
な
ら
ば
車
両
で
の
全
線
開

通
を
考
え
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
が
、
市
長
は
ど
う
し
て

も
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
で
す
か
。

市
長
　
松
川
側
の
赤
川
の
源
流

ま
で
は
整
備
を
し
て
車
両
が
通

れ
る
よ
う
、
県
に
要
望
は
し
て

い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
旧
松
尾
村
に
生
ま

れ
育
ち
、
先
人
の
願
い
を
遂
行

し
て
い
く
た
め
、
雫
石
町
、
滝

沢
村
、
八
幡
平
市
の
議
員
有
志

で
、
同
県
道
の
道
路
促
進
議
員

連
盟
を
１
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

今
後
、
国
や
県
に
働
き
掛
け
を

進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
電
気
自
動
車
や
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
車
な
ど
ク
リ
ー
ン

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
も
進
む
中
で
、

県
道
雫
石
東
八
幡
平
線
（
網
張

―
 松
川
間
、
通
称
奥
産
道
）

は
全
線
開
通
に
な
っ
て
こ
そ
八

幡
平
市
の
観
光
振
興
の
一
翼
を

担
う
も
の
と
思
い
ま
す
。
工
事

再
開
に
つ
い
て
国
や
県
へ
の
要

望
活
動
を
行
う
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
が
見
解
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
車
両
を
対
象
と
し
た
全

線
開
通
に
向
け
た
工
事
再
開
は

現
実
的
に
は
大
変
難
し
い
で
す
。

市
と
し
て
は
、
今
後
松
川
側
で

の
車
両
通
行
制
限
区
間
の
利
用

者
を
限
定
し
た
通
行
の
試
行
や

奥
産
道
車
両
全
線
開
通
に
向
け
て

工
事
再
開
は
現
実
的
に
難
し
い

小
水
力
発
電
の
今
後

現在は松川大橋付近で車両が制限され、網張―松川間は登山
道として歩行者だけが通行可能となっている通称奥産道
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■行政評価の取り組みにつ
いて
■西根病院施設整備につい
て

 髙  橋  悦  郎 　議員
たか はし えつ ろう

質問した事項

髙
橋
議
員
　
行
政
評
価
シ
ス
テ

ム
は
、
県
内
全
て
の
市
が
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
シ
ス
テ

ム
は
、
自
治
体
が
進
め
る
事
業

や
施
策
を
有
効
性
、
達
成
度
、

効
率
性
の
観
点
か
ら
点
検
、
評

価
す
る
と
と
も
に
、
市
民
に
対

し
て
そ
の
説
明
責
任
や
市
民
参

加
の
行
政
運
営
を
行
う
も
の
で

す
。
八
幡
平
市
は
導
入
か
ら
既

に
７
年
も
経
過
し
て
い
ま
す
が
、

公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ

で
す
か
。

市
長
　
　
年
度
か
ら
実
施
し
、

１９

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
て
き
ま

し
た
。
　
年
度
は
東
日
本
大
震

２３

災
後
の
被
災
地
支
援
対
応
な
ど

で
一
時
中
断
し
た
た
め
、
取
り

組
み
が
遅
れ
た
も
の
で
す
。
昨

年
度
か
ら
進
め
方
を
再
構
築
し
、

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
行
政
評
価
に
つ
い

て
一
つ
の
事
業
を
例
に
挙
げ
て

伺
い
ま
す
。
安
代
地
区
の
市
営

根
石
牧
野
と
丑
山
牧
野
を
森
林

化
し
て
林
野
庁
に
返
還
す
る
事

髙
橋
議
員
　
新
し
い
西
根
病
院

を
建
設
す
る
と
き
、
市
民
か
ら

の
要
望
が
多
い
小
児
科
や
耳
鼻

咽
喉
科
の
設
置
を
前
向
き
に
努

力
す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
ま
た
、
建
設
場
所
は
ど

こ
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
医
師
不
足
の
中
、
専
門

医
の
確
保
が
大
き
な
課
題
で
す
。

医
大
や
中
央
病
院
と
の
医
師
派

遣
要
請
の
協
議
の
中
で
検
討
し

ま
す
。
新
病
院
建
設
で
は
、
将

来
診
療
科
目
を
増
や
せ
る
余
裕

の
あ
る
施
設
整
備
を
行
い
ま
す
。

建
設
場
所
に
つ
い
て
は
、
西
根

病
院
あ
り
方
検
討
委
員
会
か
ら

「
地
域
医
療
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
市
が
最
終
的
に
判
断
す
る

こ
と
」
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。

同
委
員
会
の
議
論
を
踏
ま
え
、

早
急
に
建
設
場
所
の
選
定
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

新
西
根
病
院
に
小
児

科
・
耳
鼻
科
の
設
置

来年度から公表する予定

行政評価シートの公表

遊休化により国に原状を回復して返還するための
森林化が進められている丑山牧野

企
画
総
務
部
長
　
本
年
度
、
こ

の
事
業
の
行
政
評
価
シ
ー
ト
を

提
出
し
て
も
ら
う
方
向
で
検
討

し
ま
す
。

髙
橋
議
員
　
い
つ
か
ら
行
政
評

価
の
公
表
を
し
ま
す
か
。

副
市
長
　
ま
だ
改
善
が
必
要
で

あ
り
、
来
年
度
に
公
表
す
る
予

定
で
す
。

業
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

事
業
費
は
約
１
億
円
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
二
つ
の
牧
野

の
賃
借
料
は
、
年
に
約
１
０
０

万
円
で
、
１
０
０
年
分
の
賃
借

料
に
相
当
す
る
事
業
費
で
す
。

行
政
評
価
の
観
点
か
ら
見
れ
ば
、

自
然
の
力
で
森
林
化
す
る
選
択

肢
も
あ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
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 工  藤 　 剛 　議員
く どう つよし

■市長の今までの市政運営
に対する自己評価と八幡
平市の将来像について

■八幡平市地域福祉計画に
ついて

質問した事項

工
藤
議
員
　
八
幡
平
市
地
域
福

祉
計
画
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

は
、
何
が
必
要
と
考
え
ま
す
か
。

市
長
　
自
助
、
共
助
、
公
助
の

バ
ラ
ン
ス
を
高
い
水
準
で
維
持

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、

市
民
や
地
域
が
で
き
る
こ
と
、

行
政
が
行
う
べ
き
こ
と
を
明
確

化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
支
え
合
う

こ
と
で
、
地
域
福
祉
が
向
上
し

て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
地
域
福
祉
計
画
の
個
別
計
画

の
一
つ
で
あ
る
「
健
康
づ
く
り

　
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
、
市

２１民
一
人
一
人
が
自
ら
の
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
、
地

域
関
係
者
と
行
政
が
連
携
し
、

社
会
全
体
と
し
て
個
人
を
支
援

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

事
業
展
開
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

健
康
づ
く
り
サ
ポ
ー
タ
ー
や
食

生
活
改
善
推
進
員
な
ど
の
人
材

育
成
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ラ
ブ
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
た

ほ
か
、
そ
れ
を
支
え
る
財
政
面

で
も
将
来
負
担
比
率
を
抑
え
る

な
ど
、
着
実
に
事
業
の
推
進
を

図
っ
て
き
た
も
の
と
自
負
し
て

い
ま
す
。

工
藤
議
員
　
今
後
の
八
幡
平
市

の
進
む
べ
き
道
、
将
来
像
に
つ

い
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
「
 農
 と

み
の
り

 輝
 の
大
地
」

ひ
か
り

の
実
現
に
向
け
、
農
業
や
観
光
、

商
工
業
の
発
展
に
よ
る
北
東
北

の
交
流
新
拠
点
を
目
指
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

工
藤
議
員
　
大
更
駅
周
辺
整
備

で
は
、
何
よ
り
も
優
先
し
て
駅

前
の
渋
滞
解
消
を
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ロ
ー
タ
リ
ー
と
駅

東
側
と
の
自
由
通
路
の
早
期
設

置
を
強
く
要
望
し
ま
す
。

市
長
　
こ
の
計
画
は
平
成
　
年
１４

に
基
本
的
な
構
想
を
策
定
し
た

と
き
か
ら
Ｊ
Ｒ
と
協
議
を
進
め

て
お
り
、
粛
々
と
計
画
通
り
に

進
め
て
い
け
る
も
の
と
思
っ
て

い
ま
す
。

工
藤
議
員
　
２
期
８
年
目
を
迎

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
政
運
営

に
対
す
る
市
長
の
自
己
評
価
を

伺
い
ま
す
。

市
長
　
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
で
は
、
旧
３
町
村
の
均
衡
あ

る
発
展
と
一
体
感
の
醸
成
を
図

り
つ
つ
、
生
活
環
境
の
向
上
や

保
健
、
福
祉
、
医
療
の
充
実
、

教
育
施
設
の
整
備
な
ど
、
各
施

策
に
お
い
て
順
調
に
目
標
達
成

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
３
年
目
を
迎
え
て
い
る
後
期

基
本
計
画
で
は
、
環
境
基
本
条

例
の
策
定
や
市
内
全
域
へ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
バ
ス
の
運
行
、

各
小
学
校
区
へ
の
学
童
保
育
ク

今
後
の
八
幡
平
市
の
将
来
像
は

北
東
北
の
交
流
新
拠
点
を
目
指
す

市の将来像「農と輝の大地」の実現に向け、北東北の新交流
拠点を目指します（十和田八幡平国立公園・八幡沼）

地
域
福
祉
計
画
の
実
現
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で
、
通
信
に
係
る
も
の
を
一
極

集
中
し
、
自
衛
隊
や
警
察
な
ど

の
関
係
機
関
も
入
っ
て
災
害
対

応
で
き
る
庁
舎
を
目
指
し
ま
す
。

三
浦
議
員
　
少
子
化
、
人
口
減

少
が
進
む
中
、
市
で
は
定
住
化

■地域防災計画について
■少子化・人口減少対策に
ついて

 三  浦 　 侃 　議員
み うら ただし

質問した事項

三
浦
議
員
　
内
閣
府
の
有
識
者

検
討
会
が
５
月
　
日
、
火
山
の

１６

大
規
模
噴
火
に
備
え
る
た
め
、

都
道
府
県
を
越
え
た
広
域
避
難

計
画
を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と

の
提
言
を
ま
と
め
ま
し
た
。
対

象
は
岩
手
山
な
ど
の
　
の
活
火

４７

山
で
す
。
市
で
は
、
本
年
度
防

災
専
門
官
の
採
用
を
計
画
し
て

い
ま
す
が
、
時
期
や
任
期
、
業

務
内
容
な
ど
を
伺
い
ま
す
。

市
長
　
防
災
専
門
官
は
　
月
か

１０

ら
の
採
用
予
定
で
、
任
期
は
１

年
更
新
の
５
年
継
続
を
基
本
と

し
ま
す
。
総
務
課
消
防
防
災
係

に
配
置
し
、
当
面
は
自
主
防
災

組
織
の
育
成
や
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
な
ど
を
担
当
し
ま
す
。

三
浦
議
員
　
防
災
力
の
強
化
の

た
め
、
防
災
専
門
官
を
含
め
た

市
と
消
防
、
警
察
、
自
衛
隊
に

よ
る
連
携
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

企
画
総
務
部
長
　
来
年
度
、
県

総
合
防
災
訓
練
が
八
幡
平
市
で

実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
本

の
促
進
な
ど
の
対
策
は
講
じ
て

い
ま
す
が
、
他
に
は
何
が
あ
り

ま
す
か
。
ま
た
、
人
口
が
減
っ

て
い
る
時
の
予
算
の
組
み
方
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

市
長
　
八
幡
平
市
は
観
光
資
源

や
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
交
流
人
口
を
増
や
し
て
い
く

こ
と
が
最
大
の
人
口
減
少
対
策

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人

口
減
少
し
て
い
く
こ
と
を
前
提

に
、
予
算
編
成
な
ど
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

三
浦
議
員
　
群
馬
県
桐
生
市
で

は
、
市
役
所
職
員
で
構
成
さ
れ

た
「
人
口
減
少
対
策
委
員
会
」

が
要
因
分
析
な
ど
を
行
い
、
施

策
を
取
り
ま
と
め
た
提
言
書
を

市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。
八
幡

平
市
で
も
同
様
に
、
庁
内
に
組

織
を
設
け
て
進
め
る
べ
き
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長
　
現
在
あ
る
「
八
幡
平

市
定
住
促
進
庁
内
委
員
会
」
の

所
掌
事
務
を
拡
充
す
る
方
向
で

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

人
口
減
少
対
策
に

庁
内
組
織
を
拡
充

１０月から１年更新の５年継続

防災専門官の採用時期と任期

年
度
か
ら
県
や
自
衛
隊
、
警
察

と
は
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

三
浦
議
員
　
見
直
し
が
行
わ
れ

る
地
域
防
災
計
画
の
中
で
、
新

庁
舎
は
防
災
拠
点
に
な
り
得
る

の
で
し
ょ
う
か
。

副
市
長
　
新
庁
舎
に
は
当
然
災

害
対
策
本
部
機
能
が
あ
る
も
の

市の防災拠点としても、来年の完成が待たれる新庁舎の
建設現場と火山災害が心配される活火山の岩手山
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